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本研究は、金ナノ粒子の局在プラズモンと酸化チタン・金フィルムのナノサ

イズの厚さのファブリ・ペロ―共振器との強結合により、光電場増強を実現し、

光電変換収率の向上を図るとともに、その学理をナノ構造作製技術と高感度分

光測定を駆使して明らかにするものである。 
本研究の進展によって、現在広く展開されている金ナノ粒子のプラズモン化

学にも匹敵する強結合プラズモン化学の研究が創成され、電子移動や電荷分離

に関する新しい基礎概念の提案から、水素発生、窒素固定、太陽電池やデバイ

スの開発などの応用にまで至る、幅広い波及効果が期待できる。 
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